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株式会社アルファポイント 

モバイルバッテリー『RESCUBE』レンタルサービス開始 

 2016年6月16日より、株式会社アルファポイント（本社所在地：愛知県名古屋市中区大須3丁目

30－40 万松寺ビル9F、代表取締役：丸山 和之、以下アルファポイント）は、新たにモバイルバッ

テリー『RESCUBE』（レスキューブ）のレンタルサービスを開始いたしました 。サービス開始に

あわせて、代理店も募集いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『RESCUBE』は携帯に便利な小型のモバイルバッテリーです。近年のスマートフォン普及により、

外出先でのスマートフォン充電の需要が高まっております。『RESCUBE』を導入していただくこ

とで、お客様の充電ニーズを満たし、顧客満足度の向上が期待できます。美容室や飲食店でのリ

ピーター増加、来店者様の滞在時間の増加が見込める新たなサービスです。面倒な工事なしで、届

いたその日から御利用いただけます。通常の定期レンタルだけではなく、イベント会場での短期間

レンタルもご利用いただけますので、お客様の用途に応じたプランを御利用ください。 

 

 

 

 

 

 

◎製品の特長 

（１）安心で便利な手元充電 

お客様の手元で充電していただけるので、お店側で管理する必要がありません。従業員の手間が省け、

携帯紛失のリスクも防ぐことができます。またお客様にとってはお店に預けなくて済むため、充電し

ながら携帯を使用できます。 

（２）導入コストの削減 

必要なのはコンセント１つだけ。注文から一週間程度で届き、面倒な設置工事も必要ありません。１

つのスタンドにつき、最大12台まで充電が可能です。 
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◎カスタマイズのご案内 

充電ステーション本体やバッテリー端末に、会社に応じたカスタマイズラベルを貼ることが可能です。
その他、ＰＯＰの作成も承りますので、お気軽にご相談ください。 

顧客満足度の向上のために、すでに多くの企業が導入しています。日本でのサービスも定着・拡大が

見込まれる新しいサービスです。 

◎海外での導入事例 
 
 

◎代理店について 

当レンタルサービスは、業種を問わず様々な分野でお使い頂けるサービスです。弊社ではRESCUBEをお
取り扱いしていただける代理店様を随時募集しております。報酬体系やパートナー契約について詳し
くご説明させて頂きますので、ご希望の際は弊社担当までご連絡ください。 
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●注意事項 
 本製品は、改良のため予告なく仕様を変更する場合がございます。 
 本プレスリリースに記載の会社名、およびサービス名はそれぞれ各社の商標または登録商標の可能性があり
ます。 

会社名 株式会社アルファポイント 

代表者 代表取締役 丸山 和之  

設立 １９８４年 ３月 

事業内容  

 

 

資本金 ２，０００万円 

所在地 〒４６０-００１１ 名古屋市中区大須三丁目３０番４０号 万松寺ビル９F 

URL http://www.alphapoint.co.jp/ 

◎会社概要 

◎レンタルプラン 

◎『RESCUBE』 製品仕様 

本体サイズ・重量   W239mm × H334mm × D178mm  4.5kg 

端末サイズ・重量   W85mm × H170mm × D22mm  210g 

端末台数   12台 

充電時間   1台あたり2時間。0.4円（※フル充電した場合） 

出力・容量   1A、5,000mAH 

◎本リリースに関するお問合せ 

株式会社アルファポイント ＩＴソリューション事業部： 担当 下田平、河田 
TEL： 052-262-5558 
E-mail： rescube@alphapoint.co.jp 

URL： http://www.alphapoint.co.jp/rescube/ 

IT関連機器の自社開発の他、WEBサイト制作や各種システム構築、販売促進活動・イベント
等の企画・制作・運営を行う。デジタル・アナログまで幅広く、コミュニケーションビジネスを展
開する。また、今後はIoT導入デバイスの開発にも積極的に取り組む方針。 

・定期レンタル： ５，０００円/月（初期費用無料、２年契約） 

・スポットレンタル：  ２０，０００円（６泊７日） 

 
 

株式会社アルファポイントは、オリジナルWi-Fiルーター『WREDD』、音響コードを用いたモバイル誘

導サービス（サイトスタンパーシリーズ）など、IT関連機器の自社開発に早くから取り組んできました。

今後もIoT技術を駆使した商品やサービスをいち早く提供して参ります。 


